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泥まみれになってボールを追うソフトバレー
の参加者＝29日、鯛㌢江市大野町

匝泥んこバレー歓声

匝画地元グルメを堪能 田
口
瑠
四
国
白
日

鯖
江
市
片
上
地
区
の
春
祭
り

「
鯖
江
か
た
か
み
春
た
ん
ば
」
（
福

井
新
聞
社
後
援
）
が
2
9
日
、
同
市

片
上
公
民
館
周
辺
の
特
設
会
場
で

開
か
れ
た
。
田
植
え
前
の
水
田
を

舞
台
に
し
た
「
田
ん
ぼ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

多
彩
な
催
し
が
あ
り
、
多
く
の
家

族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

田
ん
ぼ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
泥
ん
こ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。

選
手
は
水
が
張
ら
れ
た
水
田
の
コ

ー
ト
で
、
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が

ら
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
っ
た
。
果

敢
に
飛
び
込
ん
で
レ
シ
ー
ブ
す
る

な
ど
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
熱
戦

を
展
開
す
る
姿
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
吹
奏
楽
演
奏
や

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
午
前
中
に
は
文
殊
山
で
餅

ま
き
を
行
う
の
と
同
時
刻
に
、
特

設
会
場
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
が
書

か
れ
た
カ
ー
ド
を
結
び
付
け
た
風

船
約
2
0
0
個
を
飛
ば
し
、
連
帯

感
を
演
出
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
食
の
テ
ン
ト
も
並

び
、
来
場
者
は
春
の
一
日
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
だ
。
（
水
口
浩
樹
）

地
域
の
安

ブ
ラ
ン
ク越

防
犯
や
交
通
車

よ
う
と
、
越
前
m

民
で
つ
く
る
「
朝

察
官
連
絡
墨

江
署
丹
生
分
庁
金

榛
語
ス
テ
ッ
カ
・

ラ
ン
ク
ー
に
花
爪

3
0
個
の
プ
ラ
ン
々

地
区
内
の
図
書
的

催
し
多
彩
春
ま
つ
り
熱
気

圏
且
温
泉
街
に
山
車
巡
行

あ
わ
ら
市
の
「
あ
わ
ら
温
泉
春

ま
つ
り
」
が
2
9
日
、
同
温
泉
街
で

開
か
れ
た
。
高
さ
約
5
・
8
㍍
の

巨
大
な
山
車
や
み
こ
し
計
4
基
が

繰
り
出
し
、
温
泉
街
は
終
日
、
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

明
治
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と

さ
れ
、
あ
わ
ら
温
泉
を
構
成
す
る

二
面
、
舟
津
、
田
中
の
3
温
泉
区

の
神
社
や
お
堂
に
ま
つ
ら
れ
る
温

泉
の
守
り
神
「
お
薬
師
さ
ん
」
の

祭り。田
中
温
泉
薬
師
神
社
で
芦
原
温

泉
芸
妓
協
同
組
合
の
芸
妓
の
優
雅

な
舞
を
奉
納
し
た
後
、
み
こ
し
や

山
車
が
次
々
に
出
発
。
舟
津
温
泉

区
は
み
こ
し
、
田
中
温
泉
区
は
初

代
福
井
藩
主
結
城
秀
康
の
人
形
山

車
「
本
山
」
、
二
面
温
泉
区
は
咲

き
乱
れ
る
桜
を
飾
っ
た
「
花
山
」
、

田
中
温
泉
青
壮
年
会
は
大
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
す
「
太
鼓
山
」
を
担
当

し
、
温
泉
街
を
練
り
歩
い
た
。

地
元
の
子
ど
も
や
芸
妓
ら
が
本

山
や
花
山
に
乗
り
込
み
、
三
味
線

や
太
鼓
の
に
ぎ
や
か
な
音
色
を
響

か
せ
て
い
た
。
山
車
の
巡
行
は
午

後
9
時
半
ご
ろ
ま
で
続
き
、
温
泉

街
は
多
く
の
観
光
客
や
地
区
住
民

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
（
黒
田
美
紗
）

巨
大
な
人
形
山
車
や
桜
を
飾
っ
た
「
花
山
」
が
温
泉
街
を
練
り
歩
い
た

「
あ
わ
ら
温
泉
春
ま
つ
り
」
＝
2
9
日
、
あ
わ
ら
市
丹
津
3
丁
目

奥
越
の
食
を
楽
し
む
「
越
前
大

仏
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
＆
花
ま
つ

り
」
が
軍
2
9
の
両
日
、
勝
山
市

片
瀬
の
越
前
大
仏
門
前
町
で
開
か

れ
た
。
手
打
ち
そ
ば
や
川
魚
、
ス

イ
ー
ツ
な
ど
の
店
が
ず
ら
り
と
並

び
、
家
族
連
れ
ら
多
く
の
人
が
訪

れた∵お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う
花
ま

つ
り
に
合
わ
せ
、
越
前
大
仏
門
前

町
活
性
化
委
員
会
が
企
画
。
2
8
日

は
、
参
道
の
両
側
け

手
作
り
雑
貨
な
ど

同
市
鹿
谷
町
の
m

谷
二
八
会
」
の
早

牧
場
の
ジ
ェ
ラ
ー

昼
時
に
は
長
蛇
の

プ
ロ
の
タ
ッ
プ

雄
次
さ
ん
の
パ
フ

市
民
に
よ
る
ス
ト

も
行
わ
れ
会
場
右

加
古
さ
ん
イ
ラ
ス
ト
、
日
付
入
り

き
ょ
う
「
令
和
最
初
」
配
布

配
布
し
た
「
貸
出
記
念
し
お
り
」

平
成
最
後
の
日
の
訓
日
、
越
前
市
中
央
図
書
館
は
同
市
出
身
の
絵
　
は
横
誓
3
誓
縦
5
・
6
琴
の

椚
宙
堅
子
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
播
か
れ
た
「
平
成
最
後
の
日

汐
。
旧
年
竜
一
し
が
藍
紆
こ

行
進
す
る
様
子
l
J

る
。
平
成
3
1
年
4

入
り
で
、
5
色
か

5
0
部
を
用
意
し

こ
の
日
は
午
前

前
か
ら
親
子
導

け
、
開
館
と
同
賠

こ
蔓
」
丁
和
が
戸


